
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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教育振興運動推進事業教育振興運動推進事業教育振興運動推進事業教育振興運動推進事業    

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

    （             ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （             ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

 ○   （             ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援 ○    （             ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流   ○  （             ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○） ○    

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等   43 山田町中央公民館、町各地区集会施設等 

 

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

海岸に面した地区が津波による浸水を受けるとともに、その後発生した火災により中心市街地が焼失した。校庭に仮

設住宅が建設され、児童生徒の活動に支障を来している。死者７９２名、行方不明者４名、家屋倒壊数７，１９９棟。 

津波により被災した学校…1 校 校庭に仮設住宅が建設された学校…4 校 仮設住宅数 49 地区 1932 戸 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞                                            山田町教育振興運動山田町教育振興運動山田町教育振興運動山田町教育振興運動のののの推進推進推進推進    

学校数学校数学校数学校数    

＜取組の内容＞ 

 ○「たんぽぽ学級」…親子活動、子育てに関する学習（中央公民館、通年） 

 ○「家庭教育学級」…人間形成、家庭教育機能の向上に関する学習（各幼稚園、保育園、小中学校、通年） 

 ○「出前講座」…陶芸教室・舞踊教室など各種趣味講座を通じた人が集う場の再建・ 

今後の生活再建に関する学習（各地区ごと、通年） 

 ○「親子で元気！」…男性保育士連「ファンタジスタ」による学習（中央公民館、８月４日） 

 ○「人づくり町づくり 町民のつどい」…生活再建及び地域コミュティ再生に関する学習（中央公民館、２月 24 日） 
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取組の変遷 

◇被災による課題 

  当町では復興に向け、「二度と津波による犠牲者を出さない」ことを大命題とし、以下の基本理念に従って取り組

みを進めています。 

  ○津波から命を守るまちづくり（高台宅地の整備、広域交通基盤の整備、公共施設の安全性の強化等） 

  ○産業の早期復旧と再生・発展（周辺都市との経済的連携も視野に入れた水産・農林・商業の再生等） 

  ○住民が主体となった地域づくり（地域コミュニティの再生・再構築、医療・介護・福祉・教育の再生等） 

◇住民等からの要望・必要な取組 

  ・産業や施設の復旧等、生活基盤の復興が急がれる中で、地域の人間関係の希薄化が進行する恐れがある。 

  ・仮設住宅への入居が長引く中で、高齢者や社会的弱者の方等への影響が懸念される。 

  ・被災によって教育環境が大きく悪化しており、子育てに不安を感じている保護者も多い。 

準備段階準備段階準備段階準備段階    

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

・市町村教育委員会 ～ 事業全体に係る企画立案及び推進協議会の開催 

・学校 ～ 事業運営協力、児童生徒及び保護者への周知と理解促進 

・公民館 ～ 活動場所の提供、活動の実施、地域住民への周知 

・教育振興運動の実践組織 ～ 地域ごとの企画立案及び事業運営への協力 

・教育事務所 ～ 他市町村における実践事例等の情報提供及び市教委との連絡調整 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・被災により大きく変化した地域及び学校等の状況について的確に把握すること。 

・学習者のニーズに応えることができるよう、他市町村の実践等も参考にしながら講座内容を組み立てること。 

・実施事業の成果及び課題を明確にするとともに、実践記録の蓄積を行い、次の活動展開につなげることができる

ようにすること。 

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

◇取組による成果 

・各種講座や学習会は、当初地域コミュニティの再生の場として各地区単位で開催を計画していたが、

公民館や集会所が現在も震災対応の拠点となっていることや被災していない住民にとって仮設集会所

での開催には抵抗があったことなどから、開催場所を集約して実施することとなった。その結果、震

災により居住地域が分散してしまった住民が集う場として、また仮設住民と従来から居住している住

民相互の交流の場として機能したことで、新しいコミュニティづくりのきっかけとすることができた。

・震災の影響により、運動場や公園、体育館などの子どもの遊び場の不足、親子のふれあう時間の減少

などの課題が見られる中、事業を通して親子のふれあいや親同士の交流の場とすることができた。 

・講座によっては地域住民を講師として招き、参加者が参加、交流しやすい内容とすることができた。 

◇課題や今後の展望 

  ・参加者への事業の開催時期や周知方法を改めて検討し、さらに多くの住民が参加できるようにしてい

く必要がある。 

 ・地域コミュニティの再生や生活再建のための学習会については、未だ高台移転が決まったばかりの段

階で自宅再建までは至っていない状況であり、臨機応変に内容を企画せざるを得なかった。このよう

に、震災以降、地域の課題は刻一刻と変化しており、事業の立案をし、事業展開をする頃にはまた別

の課題も浮上してきている現状にある。定期的な事業の開催と社会や地域の変化、要望に対応できる

事業開催の方法等を今後も継続して模索していく必要がある。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


